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【目的】 

胎児期の環境が出生後長期に渡り児に影響する可能性を判断するマーカーを、出生時に検

出することを目的とした。 

【背景】 

我々は、細胞が分裂しても維持される DNA メチル化修飾に注目し、ヒトを対象に環境の影

響を調査してきた。本研究では、母親性インプリント領域の一つである、ノンコーディング

RNA；nc886 領域の DNA メチル化状態に着目した。アレルの親由来によって DNA メチル

化状態の異なるインプリント領域は、遺伝子の片親性発現に影響する。nc886 領域は、胎盤

以外の組織で唯一、体細胞でインプリントの有無が個体によって異なるエピジェネティッ

ク多型が報告されている。nc886 のメチル化状態は遺伝要因と環境要因の影響を受けること

が示唆されており、出生時の nc886 のメチル化状態と 5 歳時の肥満度の関連が 148 名を対

象とした研究で報告されている。本研究では、日本で出生した母子を対象に、環境要因とし

て妊娠前の母の肥満度と妊娠中の母の中性脂肪値、LDL・HDL コレステロール値、インス

リン値、遊離脂肪酸値を、遺伝要因として nc886 近傍の母方アレルの一塩基多型 

(rs2346018) の関連を検討した。 

【対象・方法】 

346 名の臍帯血から抽出した DNA をバイサルファイト変換し、nc886 インプリント領域の

ターゲットバイサルファイトシーケンシングを次世代シーケンサーで行い、nc886 の DNA

メチル化の有無と母方アレル rs2346018 の塩基を確認した。 

【結果】 

nc886 エピジェネティック多型と妊娠中の中性脂肪値は有意に関連していた (p = 0.048) 。

nc886 近傍の多型は、エピジェネティック多型と有意な関連はなかった (p = 0.054) 。nc886

近傍の多型と環境要因の有意な相互作用はなかった。 

【結論】 

妊娠中の母の脂質代謝状態と関連する出生時の DNA メチル化変化を検出した。 

いずれか希望する方に〇印をつけてください。 

 

 


